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富士通のAI技術の 
ブランド“Zinrai” 1. 
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なぜ今AIなのか？ 

1950 1970 1980 1990 2000 2010 1960 

★AI命名【’56】 
（ダートマス会議） 

★巨大AI PJ設立 
 （日ICOT’82, 米MCC’83, 英Alvey’84） 

★AI失敗報告 
（ライトヒル）【’73】 

★DEC社R1 
【’82】 

★チェス勝利【’97】 ★対話ELIZA 
  開発【’64】 

★チューリングテスト 
  提唱【’50】 

★ベイズネット開発【’88】 ★Lisp開発【’58】 ★Prolog開発【’72】 

★逆伝搬学習法【’86】 ★パーセプトロン開発【’62】 

プロジェクト 

★Deep Learning 
  脚光【’12】 

★脳科学PJ設立 
（BRAIN Initiative,  
  Human Brain） 

★日本版Siri【’12】  

第1次AI 
探索・演繹推論の時代 知識獲得の時代 

システム 
★診断MYCIN 
  開発【’73】 

パラダイム 

第2次AI 第3次AI 
機械学習の時代 

トイプロブレムは解けても、実用上の
問題はほとんど解けずに、冬の時代へ 

専門家の知識を機械に教えこもうとしたが、 
それ自体が極めて難しく、冬の時代へ 

『ビッグデータ×計算機パワー×機械学習アルゴリズム』により、 
データから知識を自動的に獲得できるようになった 

★囲碁勝利【’16】 
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富士通のAI技術のブランド 

 語源  
疾風迅雷（すばやくはげしいこと。） 

 名前に込めた想い 
人の判断・行動を“スピーディ”にサポートすることで、 
企業・社会の変革を”ダイナミック”に実現させる。 
 
 

ジンライ 
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富士通が目指すAIの方向性 

人と協調する、人を中心としたAI 

継続的に成長するAI 

AIを商品・サービスに組み込んで提供 
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AI技術の体系化 2. 
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人・企業・社会 

富士通が保有するAI技術を体系化 

センシング アクチュエーション 

知覚・認識 
画像処理 

音声処理 

感情・状況認識 

知識化 
自然言語処理 

知識処理・発見 

パターン発見 

判断・支援 
推論、計画 

予測、最適化 

対話、推薦 

先端 
研究 社会受容性 シミュレーション 脳科学 

学習 機械学習 強化学習 Deep Learning 
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  知識化   知覚・認識   判断・支援 

Zinraiの特長 

 学習技術 
日々の学習により、有益な知識やパターンを導き出すことで、AIの継続的な成長を支える 

手書き文字認識 サイバー攻撃対策 退会防止 在庫最適化 

感性メディア技術 知識技術 数理技術 
人のように五感を駆使し、 
人の感情・気づき・気配り 
までも処理する 

気持ち理解 振込み詐欺 

人が理解する知識だけでなく、
機械処理できる知識を創り
出す 

診断サポート 

多様なデータ分析 

スパコンをも活用して社会や 
ビジネス上の課題を数理的に
解決する 

東ロボ 

津波浸水 視線検知 指操作IF コールセンター 

地域特性可視化 

復旧計画 

混雑緩和 
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富士通研究所の 
最先端AI技術 3. 
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Deep Learning 

学習技術（概要） 

 モデル化 

■神経細胞（ニューロン） 

ニューロン シナプス 

■ニューラルネットワーク 

移動ロボット「サトルくん」 
（1988年、3層NN） 

29 

232 

画像中の物体認識 
（2015年、7層NN） 

110万 

7億3000万 

ニューロン数 

シナプス数 

38,000倍 

3,150,000倍 

・ Deep Learningは、 
   ニューラルネットワークの最新技術 

知
覚
認
識 

知
識
化 

判
断
支
援 

学習 
先端研究 

データから自動的に知識やルールを抽出し学習成長する技術 
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感性メディア技術（概要） 

新しい映像センシング技術と処理アルゴリズムで人を賢くモニタリング 

レーザーレーダー技術 
遠くからでも人を3次元測距 

視線検知技術 
遠くからでも人の興味を把握 

既存のICTシステムに人の視覚に相当する機能を装備 

知
覚
認
識 

知
識
化 

判
断
支
援 

学習 
先端研究 

人をしっかり観察し、理解する技術：視線や音声 

人の意図や感情を理解して、それに応じたサービスを提供する技術 
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質問応答型  
自然言語処理技術を活用 
コールセンターや社内FAQなどでの利用 

パターン認識型 
ディープラーニング技術を活用 
中国語の手書き文字認識率向上(96.7%)を実現［富士通］ 

問題解決型 
従来のビックデータの発展系 
予測最適化、判断支援、発見などに利用 

知識技術（概要） 

機械判読可能な知識表現を用いた知識ベースの処理技術 

AIの知識処理技術（分類） 

主にこの 
３つの領域に 

分かれる 

知
覚
認
識 

知
識
化 

判
断
支
援 

学習 
先端研究 
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「ロボットは東大に入れるか」プロジェクト 
目的 

技術 

効果 

東大に合格（数学） 
高度な数学の設問の意味を理解し解答する、当社独自の数式処理を
用いた「QE※推論技術」 

・「進研模試 総合学力マーク模試」の数学で偏差値64以上を獲得 
・質問応答システムなどに展開 

試験問題 
解答 

入力 
出力 解答 東ロボ 

QE推論技術 

自動求解 国立情報学研究所の 
「ロボットは東大に入れるか」プロジェクトの 
数学チームに参画 

数理技術（概要・事例） 

QE:Quantifier Elimination 

知
覚
認
識 

知
識
化 

判
断
支
援 

学習 
先端研究 

モデリングやデザインなど数理技術を活用して社会課題を解決 

（2015年11月） 
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AIサービス・商品 
への展開 4. 
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 デジタルビジネス・プラットフォーム「MetaArc」上で 
「Zinrai」をサービスとして提供（予定） 
 

AI  ：Artificial intelligence (人工知能) 
SoE ：Systems of Engagement (人、モノなどに関与するシステム) 
SoR ：Systems of Record (業務処理や記録をするシステム) 

「MetaArc」への展開（予定） 

  従来の情報システム 
（SoR） 

業務効率化 

コスト削減 

ビジネスのデジタル革新 
（SoE） 

現状ビジネスのプロセス革新 

新しい商品・サービスの創造 

企業を越えたエコシステム 

SoEとSoR 
の連携 

デジタルビジネス・プラットフォーム「MetaArc」 
Cloud 

IoT Big Data Zinrai Mobile 
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商品・サービスへ展開（予定） 

 Zinraiを商品・サービスに組み込み提供（予定） 

業種・業務 
アプリケーション 

セキュリティ 

ものづくり 

医療 

マーケティング 

都市・交通 

金融 

プロダクト 
・サービス 
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